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は しが き

東京女子医科大学循環器内科 上野敦子

近 年、 メ タ ボリ ヅク シ ン ドロ ー ム と い う 言 葉 がメ ディ ア に 盛 ん に 登 場 す る よ う にな

っ た。 高 トリ グリ セ リ ボ血 漿、 低 ＨＤＬ 血 症、 耐 糖 能 異 常、 高 血 圧 な どの 症 侯 を来 た

し、 動 脈 硬 化 が 進 展 し脳 卒 中 や虚 血 性 心 疾 患 を 来 た じや す い 病 態 で あ る。 こ の概 念カミ

提囑 さ れ我 々 医療 従 事 者カミ意 識 す る よ う に な っ た の ば、 最 近 の こ と で あ る。 メ ディ ア

に 取り 上 げ ら れ る こ と に よ り、 よ り 広く ］ 般 に 知 れ 渡 り 関 心 を も た れ、 我 々 医 療従 事

者 がそ の 改 善、 予 防 を指 導 しや すく な っ た こ と は、 員 頃 惑 わ さ れ や す い 患者 さ ん 達 を

相 手 に 蹄易 して い る こ と を 考 完 る と
、 数 少 な い メ デ ィ ア の 恩 恵 な の か も しれ な い。

２００６ 年の医療保険糊度の改革で、 心臓リハ ビリテーションに対する保険料が 上げ

ら れ、
適 応 も 広 げ られ た。 高 齢 化 杜 会 の 目 本 で は、

疾 患 の 治 療 に 対 する 医 療 費カミ莫 大

に な っ て き て い る こ と か ら考 え る と、 再 発 予 防 と い う こ と を 目 的 の 一 つ に 挙 げ、 効 果

を上 げている心 臓リハ ビリテー ショ ンを普及 しよう という 考え は当 然の 流れといっ

て い い。

虚血性心疾患における運動療法の 概念カミ我が国で最初 に提唱 されたのは、 １９５６ 年

の こ と で あ る。 し か し、 実 醐 こ早 期 離 床 ・ 早期 退 院 の い わ ゆる 早期 リ ハ ビリ テ ー シ ョ

ン が 行 わ れ る よ う に な っ た の は、 米 国 で 早 期 リ ハ ビリ テ ー ショ ン に よ り 入 院 期 間 が 短

縮 さ れ たこ二と の 影 響 が 大 き い。 さ ら に、 我 が 国 で 心臓 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ンが 保 険 医 療

１こ組 み 込 ま れ る こ と にな っ た の は １９８３ 年 の こ と で ある が、 我 が 国 に 心 臓 リ ハ どリ テ

ーショ ンが普及するの は、 虚血性心疾患の再灌流療 法な ど再血行専建が普及されてき

た １９９０ 年 ㈹ こな っ た か ら の こ と で あ る。
保 険適 応 に な っ て １４ 年。 今 回 の 保 険 適 応

拡 大 で ζ れま で の 狭 心 症 や 心 筋 梗 塞 な どの 虚 血 性 心 疾 患
、

開 心 術 後 に 加 完、 心 不 全、

大血管疾患、 閉 塞性動脈硬化症が 新た に適応となり、 これらの疾患のさ らなる 予後 改

善が 期 待 さ れ る。

運動とい う人間本来の生理的行動が見直されている一方、 分子 生物 学、 サイ トカイ

ンな どの免疫 学、 血管新生な どの再生医学、 遺伝子学な ど医学 はさ らに新 しい分野へ

と発 展 して い る。 しか し今 塊 在、
血 管 新 生１こつ い て は な か な か 緒 果 が 出 せ て い な い。

そ こ で、
血 管 新 生１こつ い て さ ら に 研 究 を 進 め て い く こ と が 必 要 で あ る と 考 え

、 我 々 は

血管 新 生 研 矧 こ取 り 組 ん で い る。 ま た、 最 先 端 の 研 究 を じて い く 申 で、 どれ か 一 つ と

いうのでなく、 様々 な分野での医療を組み合わぜ、 ヒ トという複 雑な生き 物に相 対 し

て いき た い と 思 う こ の 頃 で あ る。

・ １ 一
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【研究成 果 １】

この度の 研究計画 及ぴ成果 の概要

東京女子医科大学循環器内科 上野敦子

は じ；め に

ここ で は本研 究 の 全貌 の大 裏 か な理 解 の

た め に、研 究 計 画 お よ び 成 果 のエ ッセ ンス

を簡 単 に説 窮 する。 同 時にこ の 研 究を 始 め

る に あ たっ て の背 景、杜 会 的 意 義や 位 置 づ

け に つ い て も 明 ら か に し て お き 淀 い。 そ う

す る こ と に よ っ て、こ の 研 究 の 意 義 お よ び

成 果 の 意 味 を浮 き 彫 り に す る こ と が で き、

ま た、こ の 研 究 に よ り 導 が れ た 論 文、さ ら に

我々 の参 考 論 文 を 読む に際 して、
一 層 深 い

理解 が得 られ ると 思われ る。

研究の 背景 およ ぴ目的

血管 新 生因 子 ぽよ る虚 血 心筋 への 血管 新

生 療 法 を Ｙａｎａｇｉｓ獅 ａ－Ｍｉｗａ が 雑 誌 Ｓｃｉｅｎｃｅ

に １９９２ 年 に 報 告 し て か ら、 虚 血 心 筋 へ の

新生 血管 の誘 導が 興 味を 持危 れ だ。 現在 で

は、 心筋梗 塞 後の 心臓 に 血管 新 生因子 を プ

ロ テ イ ン と し て 局 所 注 入 して も、 あ る い は

遺伝子 導 入を 行っ ても、 血管 新 生は 起こ ら

な い あ る い は 起 こ り にく い こ とカ§知 ら れ て

いる。 す なわ ち冠 動脈 の発 生 およ び発 達 を

十 分 に 理 解 し た う え で、 狐ｏ１ｅ㎝ 瞼 ｂｉｏ１ｏｇｙ，

ｇｅｎｅ此Ｓ そ し て ｍＯ軸〇三〇ｇｙ の 基 礎 の 上 に 成

立す る血 管新 生療 法 でな けれ ば成 勃 しな い

こ と は 明 ら か で あ る
。

控 晋 な ら
、 ｒｅｇｉｏ皿叡

ｓｐｅｃ脆 ｃ 舶 ｏｎヨ ｃｅ亘三 ｄｉ 臨 ｒｅｎｔｉ砥三〇亙，
ｍｏ平Ｐ血ｏｇｅｎｅｓ三ｓ

お よ びｇ竈ｏ耐ｈ が 大 き な 鍵 を 握 っ て い る か ら

である。 近年、 冠 動脈 の発 生 と発 達 ぽつ い

て の研 究 報告 淡多く み ら れる よう に なっ た

が、 ま だ解 決 ぜね ぱな ら ない 問題 は 山積 し

て い る。

本研 究で は、 発生 学 的 に心血 管 形成 機 序

を 学 び、 冠 動 脈 の 発 生・発 達 を 理 解 し、 虚

血 性 心筋 への 新生 菰管 誘 導療 法の 可能 性 を

検 討す るこ と を計 画 しだ。 本 研究 を行 う こ

と によ り、 臨床 の 現場 で間 題 とな って い る

外 科的 血行 再建 術 で は再建 で きな い細 小 血

管 の領 域 を治療 す る糸 口が つ かめ る可 能性

カミあ る と 考 完 た。

冠動 脈 は横 中 隔Ｓｅｐ加血 血㎜ＳＷＳ㎜ 甫 来

の ｐｒｏｅｐｉ㈱ 磁剣 ｏ昭凄ｎ 脾 ０）組 織 が ら 形 成 さ

れる こ と は明 らか にさ れた が
、 冠血 管 の発

生 につ いて 分子 レベ ル でのメ カ ニ ズム の研

究 は始ま っ た ばかり で あり、 冠 動脈 の斑 管

新 生 は 他 の 愈 管 系 と 異 な る の か、 ま た 同 じニ

シ グナル分 子が働く の か、 囲Ｏ 上 皮細胞 が

心臓 に 遊走 を促 す因 子 は何 か、 心殊 膜 から

産 生 さ れ る シ グ ナノレ分 子 が 何 か、 そ れ ら の

シ グ ナ ル は 他 の 部 位 で の 上 皮一間 葉 転 換 シ

ス テ ム と の 違 い、 間 葉 細 胞 の 制 御 方 法、 な

ど解 明さ れて い ない 項目 が 多数 ある。 そ の

た め、 そ の 解 明 を 試 み、 心 臓 へ の 新 生 血 管

の誘 導法 を開 発 する きっ か けをつ がむこ と

を計 画 した。 過 去 から使 用 されて き た発 生

・発 達 を解弱 す るだ めの モ デル 生物 を駆使

し、 最先 端の 分子 生 物学 的技 術 およ び手 法

を用 いて、 冠動 脈の発 生 と発 達 に関 して の

十分 在矢向識 を持っ て、 虚 血 心筋 へ新 生血 管

を導く 方法 を開発す るこ とを 考完た。

学衛 的 な特色、 独創 的 な怠 及ぴ 予想 され る

結果と 意義

① 冠 動 脈 は 横 申 隔 南 来 の ｐｒｏｅｐｉｃａｒｄｉａｌ ｏ昭ａｎ

（ＰＥ０）に 南 来 す る こ と を 含 め、 生 物 発 生 学

的に 心 血管 形成 の機 序 を解 明 す る。 ② ¢ワ

トリ 胚お よ びマ ウス 胎 仔 を用 いて 正 常発 生

の初期 の段 階 にお ける 領 域の 特 異化 か ら冠

動 脈 の 発 生・発 達 を 解 明 す る。 ③ ＰＥ０ 細 胞

の 接 着、 遊 走、 方 向 性 を 制 御 して い る 細 胞

接 着 因 子 に 注 目 す る。 特 に ＶＣＡＭ４、 泌

敏ｅｇｈｎ が 重 要 で あ る と 考 完 て た。 ④ ニ ワ ト

リ 胚に ウズラ 冊Ｏ を 移植す るキメ ラ胚 に蛍

洗 マ ーカ ー を用 いる 細 胞標 識 法 を用 い系願胸

の 動向 を観察す る。 これ により 肥Ｏ の 広が

りカ§明 ら か に で き る。 ⑤ 近 位 冠 動 脈 口 開 ｑ／
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形 成 の解 析 を細胞 死 を組 織 学的 染色 にて 行

う。 以 上 を 本 研 究 の 特 徴 と 考 え た。

国内 外の 関 連す る 研究 の中 での 当 該研 究の

位置づ け

発生初期 の ｈｅ航 加ｂｅ は心 筋層 と心内 膜

層 の ２ 層 か ら 構 成 さ れ る。 １９０９ 年 に

Ｋｕｒｋｉｅｗｉｃｚ が 心 殊 膜 は 静 脈 洞 領 域 か ら 発 生

す る と 報 告 し危。 以 前 は、 心 筋 と 心 休 膜 は

原 始 心 臓 管 の 休 上 皮 ｏｕｔｅｒ ｅｐ搬ｅ１ｉ㎜１で ある

共通 の源 から生 じる と さ れて いだ。 すな わ

ち、 Ｍ叡ｎ鵬ｋ ＦＪお よ び Ｈｏ Ｅ ら の 研 究 が な

されるま で はｏｕ廠 ｅｐ搬ｅ１ｉ㎜ は 心筋心 休膜

層 ㎜ｙｏｅｐｉ鮒ｄｉ搬 ま 危 は ｅｐｉｍｙｏ燃 砒 醐 と さ

れ た が、 そ の 後、 ニ ワ ト リ 胚 お よ び マ ウ ス

胎 仔 の 観 察 か ら 心 外 膜 は 静 脈 洞 付 近 の

ｐｒｏｅｐｉｃａｒｄｉ釦 ｏｒｇ狐 （囲 Ｏ）か ら 生 じ る こ と カミ

明 ら か に な っ た。 し が し、 冠 血 管 を 構 成 す

る 細胞 は すべ て 心殊 膜由 来 か どう か、 細 胞

系 譜 分化 の決 定 時期お よ び 決 定因 子、 原 始

細 胞 の制御 方 法、 冠動 脈 の 開口 部位カミ大動

脈 に のみ 接続 す る機 序な どを含 め、 明 ら か

に さ れ て い な い 事 項 は 多 い。

血 管新 生お よ び血 管形 成メ カ ζ ズム の研

究 は著 しく 進 ん でい る にも か かわ らず、 臨

床 に 役 立 て る ほ ど に は 至 っ て い な い。
虚 斑

心筋 への 新 生血 管の 誘 導で は細 胞 治療カミ研

究 さ れ て い るカミ、 こ ち ら は 臨 床 応 用 が 機 序

の解 明 より も先 に行 われ て お り、 試行 錯 誤

を 繰り 返 してい る にす ぎ ない百 我々 の研 究

は 心血 管形 成機 序 の解明 ばか りで 荏く、 冠

動 脈 の発 生・発 達 か ら の虚 血 心筋 へ の 新 生

血 管誘 導 法の開 発 を め ざ し、 興 味 ある知 見

が 得 ら れ る も の と 期 待 し た。

本 研究の着 葱に至った経緯

冠動 脈の 走行を 胴ｉ㎜ ㎞ｋ を用 いて観 察

し、 ま 危心 筋内 を走 行す る 冠動 脈 を可視化

す るた め に筋肉 を透 明化 す る技 術の 開発、

冠 動脈 口の 開口 が細 胞 死が らお こる こと が

免 疫 染 色 によ り しめ さ れ て い る （當 川 増

囲 幸 子、 冠 疾 誌、 ２００４）む ＰＥＣＡＭ な ど の 接

着 因子 の 関与 を示 したり、 ニ ワ トリ 胚 にウ

ズ ラ ＰＥＯ 細 胞 を用 い た キ メ ラ 心 臓 を 作 成、

ニ ワ トリ 豚 に お ける ｐｒｏｅｐｉｃ狐ｄｉ釦 ｏ瑠徽 の 観

察、 マ ウス胎 仔 の冠 動脈 の 走行お よ びウ ズ

ラ 歴 子 の 冠動 脈 な ど の 検 討 に より （宮州一

富 囲 幸 子、 冠 疾 誌、 ２００４）、 一 層 理 解 が 深

ま っ て い る。

研究計画

平 成 １７冒 １８ 年 度 の ２ 年 間 で の 研 究 を 訣 画 し

た
。

ｉ 発 生 学的 検 討 ： 冠動 脈 は 無脊 椎 動 物、

お よ び 両 生 類 （イ モ リ、 サ ン シ ョ ウ ウ オ、

ウ シ ガ エ ル） に は な い が、 ヒ ト、 は 虫 類、

鳥類 に はある。 魚 類 に は冠血 管が あ る種

類 と 無 い 種 類 が あ り、
ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ

に はある。 冠動脈 の 走行 に も種 により 特

徴が あり、 鳥 類 では 申 隔枝 は有 冠動 脈か

ら 分妓す る。 は 虫類 の 心筋 の形 態お よ び

冠動 脈 に関 して の検 討 （冨 澤康 子、 冠疾

誌 五９９８） さ ね た。

２ 冠動脈評 極① 【ａ伽１ｔ 脊 権動物】：マ ウ

ス の 冠 動 脈 の 走 行、 労 妓 の 評 価。 麻 酔

下 に 開 腹 し、 後 大 静 脈 よ り ヘ パ リ ン生

食 を 灌 流 し危 の ち、 開 胸 して 立体 顕 微

鏡 下 に 大 動 脈 起 始 部 か ら圧 を か けて 注

射器 でＩ赫 鋤 ｉ欲 を 注入 した後、 心臓 を

ホ ル マ リ ン で 固 定 し、 エ タ ノ ー ル で 徐

カ に 脱 水 し、 最 後 に サ リ チノレ酸 メ チ ル

と 安息香 酸ベ ンジル（１：１）溶液 で筋 肉を透

明 化 す る。

３ 冠動脈評価② 【脊稚動物の胎仔および鳥

類の 駆】：冠 動脈 の 鋳型 を 作成 し、 発 生

段 階 の 冠動 脈 の 走 行 お よ び 分 岐 を 観 察

す る。 樹 脂 の 硬 さ の 選 択 種 類 が 多 い

㎜ｃｒｏ翻 （Ｆ１ｏｗ Ｔｅｃｈ
，

腕ｃ、，
Ｍ Ａ

，
ＵＳＡ）の 黄

色 を 使 用 す る、
こ れ は ｓｐｅｃ挽ｃ ｇ蝸ｖｉ奴：

１
．
０４

， ｖｉｓｃｏｓ卿 ， ｃｅ 雄 ｐｏｉｓｅ ２５
，

Ｇｅ１ 也 ｍｅ ９０

分 の 性 質 を 持 つ。 作 成 方 法 は妊 娠 マ ウ

ス の 子 宮 か ら胎 仔 マ ウス を摘 出 し、 膀

帯 血 管 か らヘ パ リ ン生 食 水 を 注入 し灌

流 し た 後、 瞭 帯 斑 管 に Ｍｃｒｏ剛 を 注 射 針

を 用 い て 淫 入 す る。 筋 肉 の 透 明 化 は ２．

と 同 じ。 鳥 類 の 胚 に為 いて も 注入 法 は

原 則 と し て 同 ｃ で あ る。 こ の 方 法 で は

胎 仔 で も瞬 帯血 管 か ら 樹脂 を 注 入 す る
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た め に 施 行 可 能 で あ る。 し か し、 大 血

管 と 冠 動 脈 の 連 続 性カミで てく る ま で、

冠動 脈には 注入さ れない。

４ Ｐｒ㏄ｐ１ｃ狐 碗１ ｏ㎎ａｍ の 観 察 ⑪ 【キメ ラ

心 臓 に蛍 光マ ーカ ー の使用】：冠 動 脈は

横 中 隔 由 来 の ｐｒｏｅｐ三鮒 砒説 ｏｒｇａｎ（四 ０）に

由 来 す る が、 生 物 発 生 学 的 に 観 察 し、

心 血 管 形 成 の 機 序 を解 明 を 試 み る。 ζ

ワ トリ心 にウ ズラ ＰＥＯ を Ｍ 脳ｅｄ （Ａｈ航

Ｒｅｃ，
２５５； ２１２

．
１９９９）の 方 法 に て 移 植 し だ

キメ ラ 心 臓 を 作 成 す る。 Ｍ 施ｔ㎜ｋｅｒ を 蛍

光 マ 山 カ ー と して 用 いる 細 胞 標 識 法 を

行 い、 細 胞 の 動 向 を 評 偲 す る。 艀 卵 ７

扇 冒 にウ ズラ 囲Ｏ 細胞 がζ ワ トリ胚 の

心 室後 壁 に 広 がっ て いる の を観 察 し、

実 体 普 通 顕微 鏡 で の 観察 と１司 時 に、 実

体蛍 光 顕微 鏡 で の 観 察 を行 い 蛍 光マ ー

カ ー の 移動 が 観 察 さ れて い る （宮川一富

田 幸 子
、

冠 疾 誌
、

２００４）。

５ Ｐｍ φ 鮒 碗１ｏ㎎ａｍ の観 察② 【ニ ワトリ

胚 を用 い て】 ニ ワ ト リ は ２０－２１ 目 で 艀 化

す る が、 ＰＥ０ 出 現 は ３ 貝 嘩 ｍｂｕｒｇｅ正 独ｄ

Ｈ ㎝ 鮒ｏｎ ｓ蝿 ｅ； ＨＨ１６－１７）、 ＰＥ０ の 心 筋 接

着 は ３ 冒 阻 與８）、 冠 血 管 新 生 は ３．５－４ 目

阻 胆１－２３）、 心 外 膜 完 成 は ５ 賢（駈 ⑫６）、

冠 動 脈 一大 動 脈 壁 の 開 口 は ６．５ 目

脾 興９－３０）で 起 こ る と い う こ と が Ｔｏ鰍独ｅｋ

醐 （Ｃ狐ｄｉｏｖａｓｃ 賄ｓヨ
３１ Ｓｐｅｃ ：Ｅ４６

．
１９９６）お

よ び Ｒｅｅｓｅ 朋 （Ｃｉｒｃ Ｒｅｓヨ
９１： ７６１

．
２００２）に

よ り 明 ら か に さ れ た。 こ れ ら の Ｓ枕ｇｅ を

参 考 に す る
。

Ｈε㎜ｂ慨ｇｅｒ 独ｄ 臨 ｍｉｌｔｏｎ ｓ俺ｇｅ

（固 理６胚 （約 ２員 胚、） お よび１７胚 （約３

員 胚） の 脾ｏｅｐ｛ｃ拠ｄｉ釦 ｏｒｇａｎ を 申 心 に
、

ま

た 心房 と 心 室 の間 に索 状 の ｐ鵬ｐｉｃ狐ｄｉ釦

Ｏｒｇａｎ に 淫 貝 し た。

６ 冠動脈 囚の形 成過 程の観察 ：大動 脈と 血

管 の リ モ デ リ ン グ に 訟ｐｏｐｔｏｓｉｓ が 重 要 な

役 割 を 果 た す。 そ こ で、 大 動 脈 周 囲 に

分 布 す る 盲 端 血 管 が 大動 脈 申 膜 に 侵 入

し、 大 動 脈 の 内 皮 細 胞 と 連 結 す る の に

ａｐｏｐｔｏｓｉｓ を 伴 っ て い る 遇 程 を 示 す た め

に、 ① ｈｄｉ独 搬 で 冠動 脈内腔 を染色 し

て、 また ②試 料を走 査電子 顕微鏡的 に、

そ して ③ 細 胞 接 着 因 子 を 染 色 して 観 察

す る。 ζ ワ トリ 胚 にお ける 冠動 脈 の 形

成過 程を観 察す るた めに、 胴ｉ狐 触 で

染 色 した 艀 卵 ７．５ 目 員 で は 多 数 の 毛 細 管

と、 そ の 中に 太 い 代 表 血 管 が 大動 脈 と

接 続 して いた
。 ウ ズラ 胚 にお ける 冠 動

脈の形 成の 観察 では ＰＥ０ 細 胞の 接着、

遊 走、 方 向性 を制 御 して い る 綴胞 接着

因 子 に 注 冒 し た
。

特 に ＶＣＡ Ｍ ４
、 α４

㎞施鉢ｎ が 重 要 で あ る と 考 完 た。 艀 卵 １０

員目に 肥ＣＡＭ 染 亀する と太い 冠血管 が

形 成 さ れ てく る の が 観 察 で き る。 ま た

侵 入 しだ 毛細 管 は 血 流 に よ り 血 管 平 滑

筋 が 充 実 し、 径 が 太く な る と い う 経過

を と る
。

７ 虚血 心筋へ の新 生血管誘 導 法の開発 ：器

営 形 成 と 再 生 の 過 程 で は 再 生 の た め の

細 胞 の 供 給 源 崩 重 要 で あ る。 更 新 す る

組 織 に 幹 細 胞カミ重 要 な 役 割 を果 た す と

考 完 た
。

研窮 成果と参考 論文

この 報告 書 の研 究 成果 ２と して ま と めた

「ミズオオトカゲとグリーンイグアナの心臓 の観

察 からの 丁 醐ｓ鮒ｙ㏄孤ｄ劔 ｐｅ曲ｓｉｏｎ に 関 する

一 考案」 は虚 血性 心 疾患 で あって も 休 科的

に 治療 でき な い症 例 にお ける 新 生血 管誘 導

を 考 完るき っ が けと なっ た。 冠 動脈 の発 生

は 未 だ 解 明 さ れ て い 荏 い 因 子カミ多 い 領 域

で、
「冠 動 脈 の 発 生 と 発 達 に 関 す る 最近 の

知 昆コ と して最近 の研 究の方向 性 を示 した。

さ ら に創 傷 治癒 にお け る血 管新 生 を観 察す

る た め に、 ネ ジ で 開 閉 可 能 に した ＲＥＣ を 開

発 し、 今 ま で、 組織 が 脆く て 組織 学的 評樋

が 不 可龍 で あっ た血 管 芽の 観 察を行 え る よ

うに し 訂軽 量で 開 閉可 龍な 家 兎算 介観 察 窓

の 開 発」 に 漢 と め た。 今 後 の 新 し い 知 見 が

期 待 さ れ る。

参 考 論文 は 本研 究 を進 めて いく 上 で 重

要で あ った 循 環器 内科、
心臓 血 管然科 お よ

び人 工 臓器 領 域 淋ら の論 文を あつ め た。 循

環器 内 科 領域 か らは ｒ女 性 の心 血管 疾患 一

次予 防 にお ける低 用 量ア ス ピリ ンにつ い て

の ラ ン ダ ム 化 試 験ｊ、
「心 臓 リ ハ どリ テ ー シ

ョ ンと ジ ェ ンダ １ 、
「虚 血 性心 疾 患の心 臓

リハ ビリテ ー ショ ンにお け る喫 煙者 の心 理
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的因子」、
「末 梢血 自血 球

，
血小 板活 性化 指標

より 不安 定プラ ーク の 安 定化 を 評価 し完た

不 安 定 狭 心 症」、
ｒ心 臓 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン

の 工夫心 臓リ ハ ビリ テ ー ショ ンにお ける 早

期 歩 行患 者教 育 の 工夫」、
訂脂 質 代謝 およ び

炎 症反応 による虚 斑性 心疾 患 の疾患管 理一、
「動 脈 穿 刺 部止 血 材 料（バ ソ シー ル）に よ る

経 皮 的冠 動脈 形 成 術後 の試 み一 な どの論 文

を 重 要 で あ る と 考 完 選 ん だ。・

虚血 性 心疾 患 の 外科 治療 に おい て、 最 近

動 脈 グラ フ トの 使用 が 増カ鉋して い る。 内胸

動 脈の 使用 に お いて ２ 本と １ 本の 使用 で の

予 後 を 比 較 し て、
「Ｂｅ鵬 砒 ｏｆ ｂｉ脇ｅ 剣 ｏｖｅｒ

Ｓｉｎｇ１ｅ ｉｎｔｅｒ血叡 Ｉｎａｎ皿ｎ軍ｙ ａ打ｅ平ｙ ｇ 燃 ｆｂｒ

独 篶１ｔ｛Ｐ－ｅ ｃｏｒｏ籔ａ享ｙ ａれｅ－ｙ ｂｙｐａｓｓ ｇｒａｆ辻ｉｎｇ

Ｓなｐｅガｏ念奴 ｏｆ ｂｉ１ａ辻ｅ劔 ｉｎおｒ脇亘 ｔｈｏ ㎜ ｉｃ 鋤ｅＴｙ

ｇ 鮒ｉ㎎ｊ を ま と め た。 さ ら に、 糖 尿 病 に お

いて の動 脈 グラ フ トを使 用 して の血 行 再建

術につ いて検 討 し 「Ｂｉ１搬 剣 ｖｅ醐ｓ ㎞１流 劔

ｉｎ屹 ｍａ１ ｍ ㎜ ㎜ 郷 ｒｅｖａｓｃ棚 ぬ ｚ飢ｉｏ双 血 ｐ就ｉｅｎｔｓ

ｗｉ也 脇ｂｅｔｅｓ」 と し危。 動 脈 グ ラ フ トの 使 用

は 利 点カミ多 くｉｎ Ｓｉ枕 グラ フ ト で 検 討 し た と

き の 生 存 率 を 比 較 し 「Ｃｏｒ㎝ 町 記鵡収 ｂｙｐ閑ｓ

ｗｉｔｈ ｏ捌ｙ ㎞ ｓｉ加 ｂｉ１碗 剣 雌ｅｍ釧 ｔｈｏ蛾ｃ虻

ａ 鵡 倉ｅｓ ａｎｄ 養ｇｈｔ ｇａＳ倣ｏｅｐｉｐ１ｏｉｃ 鮒 ｅＴｙ」 、

「Ｓ慨 ｖｉｖ釦 ｂｅｎｅ£ｔ ｏｆ ｅｘｃ１ｕｓ三ｖｅ ｕｓｅ ｏｆ 虹 ｓｉ加

鵬 丘 叡 ｃｏ皿ｄ油ｔｓ ｏ∀ｅｒ ｃｏＩｎｂｈｅｄ 仙ｓ◎ ｏｆ 楓 ｅ分釦

ａｎｄ ｖｅｉｎ ｇ 総 館 ｆｂｒ ㎜ 泌言三ｐ１ｅ ｃｏ竈ｏ氾軍ｙ ａ血６草ｙ

ｂＷ 棚 ｇ 触 ｇＪ の２つ の論文 と し淀。 心臓

血 管休 科 での 症例 報 告 で はある が、 大 変珍

し い 斑 腫 症 例 を 経 験 し 「Ｃ㎞ｏ紬ｃ ｅｘｐ独破㎎

ｉｎｔｒ即ｅ施 級 碗ａ１ ｈｅｍ 孤ｏ獅ａ 餓 欲 ｐ 細ｃａ地 釧

ｐ獅ｃｅｎ廊ｉｓｊ に ま と め だ。 血 腫 に は 古 い と

こ ろ と 新 し い と こ ろ が あ り、 古 い 組 織 の 聞

に 出 現 した 新 し い 血 球 を 観 察 し た。 冒 本 に

お ける人 工 臓器 の 開発 は ま だま だ発 展 して

お り 脆 じ㎝ 釦 ｏｆ Ａ 揃 念ｃｉ釦 ０昭 細ｓ ２００５： 紘ｅ

ｙｅａｒｉ脈 納ｅ剛 を 爬 曲 Ｗ と し て ま と め た が、

中 に は 世 界 的 な 研 究 が 多 数 報 告 さ れ て い

る。

共１司研 究 も最 近 は充 実 して いる。 泌尿 器

科 の 医師 と は前 立 腺肥 大 症を 局所 治療 に よ

り 治療 し１、 ホル モ ンの 全身 投 与に よ る合 併

症 を 減 ら す 試 み を 動 物 実 験 に て お こ な い

「 Ｌ… １ 軸 鮒ｉ㎝ ・ｆ ＆ … 鮎 ｅｄ一・・１・・ｓ・

械 舳ｄｒｏｇ鋤 施 ｍｕ１磁ｏｎ ｉ飾 ａ 昭 敏 ｐｒｏｓ伽ｉｃ

ｓｉｔｅ： ａｎ ｅｘｐｅｈｍ ㎝ 制 撒 ｄｙ」 に ま と め た
。 人

工 臓 器 の 多 く に 金 属 が 多 く 使 わ れ て い る

が、３０ 年 も体 内に植 え込ま れて いた標 本を

摘出 して 観 察す る こと は 稀で あ る。 摘出 さ

れ て お廃 棄物 と して 捨て られ る こと が ほと

ん どで あるス テ ンンス の 胸骨 ワイ ヤ ー を分

析 し ｒＣｏ豚ｏｓｉ㎝ ｏｆ 搬 ｎ１ｅｓｓ ｓ協１ ｓ傲 脇１ ｗｉｒｅ

批ｅ－ ｏｎｇイｅ迂㎜ ㎞ｐ１㎜ 鰍三〇ｎ」 に ま と め だ
。 こ

の 縞果 で は、 ア レル ギー反 麻 な どなく 植 え

込 まれ て いだ ス テ ン レス の表 面 は腐 食 して

い だ が
、 そ れ ほ ど 強 く な く、 強 度 に 影 響 し

な い と 思 わ れ た。

まとめ

ζ の度 は 『冠 動脈 の 発 生・ 発 達の 解 析 から

発展 さ せ た虚 血 心筋 へ の新 生 血管 誘導 法 の

開発迎 の研 究 を行 っ だカミ未 だ 解明 され てい

ない 部 分 は多 数 あり、 さ らに 研究 を進 めて

い き た い。
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